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論文

「保育者の職業意識尺度」の信頼性と妥当性の検討

An examination of the reliability and validity of the “Scale of professional attitudes of 
childcare worker” 

結城 裕也 Hiroya YUKI 仙台白百合女子大学人間学部心理福祉学科

藤村 敦 Tsutomu FUJIMURA 函館大谷短期大学 こども学科

柴田 亮 Makoto SHIBATA AIAI ChildCare 株式会社 
AIAI NURSERY 第二東池袋 

要要約約

本研究の目的は，保育者の職業意識尺度を開発し，その信頼性と妥当性を検証することであっ

た。現役保育者（保育士，幼稚園教諭，保育教諭）400 名を調査対象者とし，結城他（2023）から

得られた 28 項目を用いて構造方程式モデリングによる確認的因子分析（2 因子：「寄り添い」因

子，「セルフ・コントロール」因子）を行なった。分析の結果，モデルの適合度が一定の基準を満た

していたことから，2 因子モデルを採用した。 
その後，尺度の収束的妥当性を検討するため，本尺度と看護師の職務満足度尺度，看護師の

仕事意欲測定尺度および日本語版職業コミットメント尺度の相関係数を算出した。その結果，保育

者の職業意識尺度は全ての既存尺度と中程度の正の相関が確認されたため，本尺度の妥当性が

確認された。また，尺度の内的一貫性を確認するため，Cronbach のα係数と MacDonald のω

係数を算出したところ，十分な値を示したことから，本尺度の信頼性が確認された。

キーワード：保育者，職業意識，信頼性，妥当性

問問題題とと目目的的

デジタル大辞泉によると，職業意識とは「自

分の職業に対してもつ意識や自覚。また，そ

の職業の人に特有の見方・考え方」をいう。単

に職業意識という場合には，「職業に対するイ

メージ」として扱われたり，働くことに対してどの

ような考えを持っているかといった「就業イメー

ジ」として扱われるケースも多い。

一方で，本研究で扱う職業意識は，いわゆ

る「意識が高い」，「意識が低い」と形容される

ような「従事する仕事において，自らの成長と

それに関連する事柄に対して注意を払う程度

のこと」と操作的に定義している。具体的には，

「職業意識が高い者」は常に自らの仕事の中

で成長を目指し，それに関連する事柄に対し

て注意を払うが，「職業意識が低い者」は仕

事の中で自らの成長とそれに伴う事柄に対し

てほとんど注意を向けないと想定している。

 職業意識に関する先行研究は，大学生の

職業意識がどのような過程を経て形成されて

いくのかといった，職業意識の発達に関する

もの（小島・篠原, 1985），看護学生が職業社
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会化を促進させる過程を職業志向性から検

討したもの（長谷川, 2012）など，多岐にわた

っている。特に，看護師，看護学生といった

専門職あるいは将来専門職に携わる立場の

職業意識を扱う研究が比較的多く見られてい

る（e.g., 長谷川, 2012）。  
 看護師はその仕事の特性上，高い職業倫

理観や職業意識をもつことが必要とされるが，

看護師と同様に専門職として高い職業倫理

観，職業意識を求められる職業に保育者（保

育士，幼稚園教諭，保育教諭）がある。 
全国保育士会倫理綱領（2003）では，専門

職としての保育士・保育教諭が，どのような視

点で保育を行うかという基本姿勢が8つ示さ

れている（「子どもの最善の利益の尊重」，「子

どもの発達保障」，「保護者との協力」，「プラ

イバシーの保護」，「チームワークと自己評

価」，「利用者の代弁」，「地域の子育て支援」，

「専門職としての責務」）。この倫理綱領に従

えば，保育士は子どもと関わるだけでなく，保

護者の相談に乗ったり，同僚と協力しながら

業務を遂行しなければならない。したがって，

保育の知識や子どもを大切に思う気持ちを持

つだけでなく，協調性や責任感，コミュニケー

ション能力などの力も身につけなければなら

ないため，高い職業意識が求められることに

なる。 
 そのような背景の中で，本研究では職業意

識の高さは近年増加している保育者不足に

関わるという立場をとる。保育者不足が声高

に叫ばれるようになって久しいが，厚生労働

省（2022）の統計によると，保育士全体の離

職率は9.3%であり，この数字は約10人に1人
の保育士が離職していることを示している。一

方，2017年の全産業平均離職率は14.9%で

あるため，必ずしも保育士の離職率が高いわ

けではない。しかし，全体の保育士のうち経

験年数2年未満の離職率は15.5%，2〜4年
未満の離職率は13.3%，4〜6年未満の離職

率の割合は11.1%にのぼる。つまり，保育者

となってから6年以内に離職する者は約4割
にも及んでいる。このことから，経験の浅い保

育者の離職率が特に高いことがわかる。藤村

他（2021）は，保護者からの苦情に対する保

育者のストレスという観点から，保育者にイン

タビュー調査を行なった。保護者から苦情を

受けた際に保育者が適切に苦情対応できな

かった理由を，保育者自身は自らのスキル不

足に帰属する傾向があることを明らかにして

いる。この傾向は，特に保育者としての経験

が浅い若手で見られ，保育者としての自信を

失い離職につながる可能性を指摘している。

しかし一方で，正しく現状のスキルを認識し，

自らのスキル不足を痛感したからこそ研鑽を

積んでより良い保育者を目指すことも考えら

れる。本研究では，スキル不足が保育者の離

職につながるか否かを左右する一つの要因と

して職業意識を想定している。つまり，保護者

からの苦情を適切に対処できなかった場合，

保育者としての職業意識が低い保育者は自

らのスキル不足を痛感し離職に向かう可能性

があるが，一方で保育者としての職業意識が

高い保育者は，自らのスキル不足を痛感しつ

つも「もっと努力しなければならない」と奮起し

就業が継続されると予測している。したがって，

今後，保育者の職業意識が就業の継続にど

のような影響を及ぼすのかを検討するために

は，保育者の職業意識尺度を開発する必要

がある。 
 職業意識に関連する概念として，職業コミッ

トメントが挙げられる。コミットメントとは，本来

は責任を持って引き受けるという意味を持ち，
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現在では主に職業場面で使われることが多

い。具体的には働く個人の帰属意識を表す

概念のことを指し，このコミットメントの概念を

職 業 コ ミ ッ ト メ ン ト と し て 応 用 し ，

Occupational Commitment Scale（以下，

OCSと略記）を作成したのがMeyer, Allen, 
& Smith（1993）である。Meyerらによると，

職業コミットメントは組織や職業への心理的態

度のことを指し，仕事に対する愛着や好意的

感情のような「情緒的（affective）要素」，義

務感や忠誠心のような「規範的（normative）
要素」，辞めると失うものが大きい「継続的

（continuance）要素」の3要素から構成され

るとしている。そして，この職業コミットメントが

高いほど職務満足感が高く，バーンアウトや

離職意向が低くなることが示されており（Lee, 
Carswell, & Allen, 2000），その他の研究

でも同様の結果がみられている（e.g., 佐藤ら, 
2015）。 

このように，職業コミットメントに関する研究

は増加しつつあるものの，その多くが看護師

や看護学生を対象にしたものである（e.g., 
Meyer & Smith, 1993）。保育者も看護師と

同様に対人援助従業者であるが，保育者の

職業コミットメントに関する研究は保育士の専

門性とキャリアコミットメントについて論じたも

のなどに限られている（e.g., 太田・阿部 , 
2017）。また，OCSは職業および職務に対す

る包括的なコミットメントを測定する上では妥

当な尺度であるが，具体的な職務内容に関

する項目は含まれておらず，本研究で想定し

ている「職業意識」とは必ずしも同一概念を扱

ってはいないと。加えて，本研究で扱う「職業

意識」の高さは，自分の理想とする保育者像

を投影したものであると考えることもできるた

め，その意味では，職業コミットメントに比べて

精神的健康や離職意向により直結しやすい

概念であると考える。 
「保育者の職業意識」を測定するための尺

度は，筆者の知る限りこれまで開発されてい

ない。類似の尺度として佐野・山口（2005）の
「看護師の仕事意欲測定尺度」があるが，看

護師に限定されていたり，仕事に対する「意

欲」と「意識」に関する項目が混在している。

「意欲」は動機づけに直接関わる概念であり，

比較的変動が大きいものであるのに対し，

「意識」はどのように行動すべきか考えたり，

思想や理念を理解している状態を指し，比較

的変動の少ない安定した概念であると考える。

したがって，本研究では「意識」の方が職務に

対する姿勢に強く関連する概念と捉え，職業

意識に焦点を当てる。 
結城他（2022）では保育者の職業意識に

ついての考えを自由記述法で尋ねた。この結

果をカテゴライズし結城他（2023）で試作版を

作成したが，本尺度の信頼性および妥当性

は未だ検討されていない。そこで本研究では，

保育者の職業意識尺度の信頼性，妥当性を

検討することを目的とする。 
 
方方法法  
調査対象者 
 本研究では民間調査会社に業務委託し，

Web によるアンケート調査を実施した。現在保

育者として勤務している者を対象とし，400 名

から回答を得た（男性 12 名，女性 388 名；平

で調査対象とする保育者とは，保育士，幼稚

園教諭，保育教諭を指している。保育者の内

訳は，保育士 185 名，幼稚園教諭 141 名，保

育教諭 74 名であった。 
 

均年齢 38.71 歳，SD =11.00）。なお，本研究
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調査内容 
 Web 調査の内容は，以下の項目・尺度で構

成した。 
デモグラフィック変数 まず，個人属性とし

て，性別，年齢，現在の職種（保育士，幼稚園

教諭，保育教諭），現在の勤務先（保育園，幼

稚園，認定こども園），勤務形態（常勤，非常

勤），保育者としての勤続年数，勤務先での職

位（役職なし，主任，副園長，園長，その他の

役職）について回答を求めた。 
 保育者の職業意識尺度 結城他（2022）の

33 項目を使用した。本尺度は，寄り添い因子

（23 項目）とセルフ・コントロール因子（10 項目）

で構成されている。回答は，それぞれの項目

に対してどの程度意識して保育（教育）をして

いるかについて，7 件法（1「まったく意識して

いない」，2「ほとんど意識していない」，3「あま

り意識していない」，4「どちらでもない」，5「や

や意識している」，6「かなり意識している」，7
「非常に意識している」）で評定を求めた。 
 看護師の職務満足測定尺度 看護師の職

務に対する満足感を測定するために撫養他

（2014）によって開発された尺度である。本尺

度は仕事に対する肯定的感情（11 項目），上

司からの適切な支援（6 項目），働きやすい労

働環境（6 項目），職場での自らの存在意義（5
項目）の 4 因子合計 28 項目で構成されてい

た。なお，本尺度は看護師を対象にした尺度

のため，質問項目の中で使用されている「看

護」という文言は「保育（教育）」とし，「患者」は

「子ども」に置き換えた。本研究においては，

仕事に対する肯定的感情（11 項目）のうち「私

は，患者が回復して行く過程に関われる看護

の仕事に手応えを感じている」を除く 10 項目

を使用した。回答は，それぞれの項目に対し

て保育（教育）者として働いていてどんな満足

感を持っているかについて，5 件法（1「まった

く当てはまらない」，2「あまり当てはまらない」，

3「どちらでもない」，4「やや当てはまる」，5「非

常に当てはまる」）で評定を求めた。 
 看護師の仕事意欲測定尺度 看護師の仕

事に対する意欲を測定するために佐野・山口

（2005）によって開発された尺度である。本尺

度は，現在の仕事に向ける意欲と将来的な仕

事に向ける意欲の 2 因子の合計 15 項目で構

成されていた。なお，本尺度は看護師を対象

にした尺度のため，質問項目の中に看護に関

わる文言は「保育（教育）」に置き換えた。回答

は，それぞれの項目に対して保育（教育）者と

して働いていてどんな満足感を持っているか

について，7 件法（1「まったくそうではない」，2
「おおむねそうではない」，3「ややそうではな

い」，4「どちらともいえない」，5「ややそうだ」，

6「おおむねそうだ」，7「全くそうだ」）で評定を

求めた。 
 日本語版職業コミットメント尺度（日本語版

OCS） 看護師の職業コミットメントを測定する

ために Occupational Commitment Scale
（Mayer et al., 1993）を佐藤他（2015）が邦訳

した日本語版 OCS を使用した。本尺度は，情

緒的職業コミットメント（6 項目），規範的職業コ

ミットメント（6 項目），功利的職業コミットメント

（5 項目）の 3 因子合計 18 項目で構成されて

いた。なお，本尺度は看護師を対象にした尺

度のため，質問項目の中に看護に関わる文言

は「保育（教育）」に置き換えた。回答は，それ

ぞれの項目に対して当てはまる程度を 5 件法

（1「全くその通りではない」，2「ややその通りで

はない」，3「どちらともいえない」，4「ややその
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通りだ」，5「全くその通りだ」）で評定を求めた。 
 
統計解析 
 統計解析として jamovi（Ver2.3.28）を使用

した。 
 なお，確認的因子分析の基準は CFI>.90，

RMSEA<.10 とした。また，内的整合性の基

準は Cronbach のα係数が.80 以上を十分な

値であると判断した。なお，相関分析における

相関係数の強さの基準は，.20≦|r|<.40 を

弱 い 相 関 ， .40 ≦ |r|<.70 を 中 程 度 の 相

関，.70≦|r|を強い相関とした。  
 
結結果果  
回答者の属性 
 回答者の属性について，Table 1 に示した。 

性別，年齢 調査対象者の性別および年齢

は，男性が 12 名（3.3%），女性が 388 名

（97.0%）であり，全体として 20 代（97 名 , 
24.3%），30代（139名, 34.8%），40代（93名, 
23.3%），50 代以上（71 名, 17.8%）で，30 代

が最も多かった。なお，年齢の平均値は 38.71
歳，標準偏差が 11.00 であった。 
 職種，勤務形態，職位，勤務年数 調査対

象者の職種は，保育士が 185 名（46.3%），幼

稚園教諭 141 名（35.3%），保育教諭 74 名

（18.5%）であった。なお，勤務する施設は，保

育士が保育園，幼稚園教諭が幼稚園，保育

教諭が認定こども園となっている。次に，勤務

形態は，常勤が 309名（77.3%），非常勤が 91
名（22.8%）であった。そして，職位は，役職な

しが 314 名（78.5%），主任が 50 名（12.5%），

副園長が 7 名（1.8%），その他の役職（主幹，

クラスリーダー，乳児専門リーダー等）が 20 名

（5.0%）であった。また，勤務年数は，10 年未

満が 170 名（45.1%）で 10 年以上は 230 名

Table 1. 回答者の属性（N=400） 

 
（54.9%）であった。最も多かったのは 10 年〜

15 年未満の 101 名（25.3%）であった。 
 
項目分析 

保育者の職業意識尺度の 33 項目に対し 

て，項目ごとに平均値，標準偏差を算出し，天

井効果（平均値+標準偏差）と床効果（平均−

標準偏差）が見られるかを確認した。その結 

果，5 項目で天井効果が見られた。また，I-T
相関分析により，各項目と尺度の合計得点の

相関係数を算出したところ，すべての項目で

中 程 度 以 上 の 正 の 相 関 が 示 さ れ た

意識尺度の 33 項目から天井効果が見られた

5 項目を除いた 28 項目を分析対象とした。 
 

N %
性別 男性 12 3.0

女性 388 97.0
年齢 20代 97 24.3

30代 139 34.8
40代 93 23.3
50代以上 71 17.8

職種 保育士 185 46.3
幼稚園教諭 141 35.3
保育教諭 74 18.5

勤務形態 常勤 309 77.3
非常勤 91 22.8

勤続年数（通算） 1年未満 10 2.5
1年～2年未満 13 3.3
2年～3年未満 14 3.5
3年～5年未満 40 10.0
5年～7年未満 43 10.8
7年～10年未満 60 15.0
10年～15年未満 101 25.3
15年～20年未満 50 12.5
20年～30年未満 49 12.3
30年以上 20 5.0

職位 役職なし 314 78.5
主任 50 12.5
副園長 7 1.8
園長 9 2.3
その他の役職 20 5.0

（r =.44~.83）。以上のことから，保育者の職業
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保育者の職業意識尺度の因子構造の検討

構造方程式モデリングによる確認的因子分

析を行なった。この際，寄り添い因子とセルフ・

コントロール因子の 2 因子を想定し，残差共

分散は想定しない分析モデルを構成した。な

お，母数の推定には最尤法を用いた（Table 
2）。

CFI=.896, RMSEA=.082，SRMR=.042 で

あった。RMSEA の値が若干基準値を超えて

いたものの，CFI が基準値を満たしていたこと

からこのモデルの適合度はある許容される範

囲と判断し採用した。

各尺度の内的整合性の検討

各尺度の内的整合性を検討するために

Cronbach のα係数および McDonald のω

係数を算出した。併せて各尺度の記述統計量

を算出した（Table 3）。保育者の職業意識尺

度全体ではα=.97/ω=.97，寄り添いではα

=.97/ω=.97，セルフ・コントロールではα

=.89/ω=.90，看護師の職務満足ではα=.88/
ω=.89，看護師の仕事意欲ではα=.97/ω
=.97，日本語版 OCS ではα=.85/ω=.86 で

あり，どの尺度においても十分な内的整合性

が確認された。

Table 2. 保育者の職業意識尺度の 2 因子構造の確認的因子分析 

 分析の結果，χ2(349)=1280（p <.001），

F1 F2

25. 一人ひとりの子どもから話を聞く。 .84 5.85 1.02
30. 子どもの気持ちに寄り添い，子どもの最善の利益を考慮し保育（教育）する。 .84 5.83 1.11
17. すべての子どもが楽しく落ち着いて過ごせるよう見守る。 .84 5.86 0.99
24. 子どもの立場に立って考えるように心がける。 .83 5.80 0.81
33. 一人ひとりの個性をできるだけ詳しく把握して，個々に合わせた対応をする。 .83 5.87 1.01
21. 子ども一人ひとりが幸せに，楽しく園生活を送れるように努力する。 .82 6.03 0.80
16. 常に一人ひとりの子どもの視点に立つように心がける。 .82 5.70 0.80
13. いけないことについては言葉を選んで注意する。 .79 5.75 1.06
32. 子どもの気持ちや話をすべて聞いてから物事を判断する。 .79 5.78 1.08
14. 子どもの言動に対して理由も聞かずに感情的に怒らない。 .78 5.83 1.06
10. 個々の子どもの成長に合わせて保育・教育をおこなう。 .78 5.95 1.00
20. 子どもの成長を見守りながら悪いことや良いことのけじめを教える。 .76 5.99 0.96
3. 保育者として子どもの気持ちや成長を第一に考え，ぶれずに対応する。 .75 5.76 1.08
9. 子どもの成長を見守りながら家庭支援をおこない，安全に過ごせるように気を配る。 .73 5.72 1.15
4. 通常の仕事に加えて子どもの成長のために試行錯誤する。 .73 5.62 1.08
2. 一人ひとりの子どもの様子を理解した上で，機嫌の良し悪しも見て行動する。 .72 5.84 1.06
12. 保護者に対して専門知識を含めながら話をし，寄り添う言葉がけをする。 .70 5.52 1.18
1. 子どもの成長を見極め，いろいろな物（道具，遊具等）を使わせる。 .67 5.57 1.10

28. 集団で保育（教育）をしながらも一人ずつ子どもをよく見る。 .83 5.89 1.03
18. 子どもの心情を的確に捉え，子どもの気持ちを最優先に考える。 .83 5.70 1.03
23. 一人ひとりの理解度に応じて対応する。 .78 5.79 0.98
27. どんな家庭環境の子どもに対しても平等に接する。 .76 5.68 1.12
15. どの子どもに対しても同じように接する。 .76 5.71 1.08
26. 叱られた子どもの気持ちになって叱る。 .69 5.28 1.20
31. 保護者と友達感覚で対応しない。 .62 5.75 1.18
6. 自分自身（保育者）の気持ちを優先しない。 .59 5.37 1.21
5. 保護者に毅然とした態度で対応する。 .55 5.11 1.26
22. 自分の仕事が終わっても園のことを考えて仕事をする。 .42 4.99 1.36

因子間相関 F1 F2
F2 .89 -

F2. セルフ・コントロール（α=.89, M =5.53, SD =1.15）

項目
因子負荷量

M SD

F1. 寄り添い（α=.97, M =5.79, SD =1.02）
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Table 3. 各尺度の記述統計量と信頼性係数 

Table 4. 保育者の職業意識尺度と各尺度の相関係数 

考考察察

 本研究の目的は，保育者の職業意識尺度を

開発し，その信頼性と妥当性を検証することで

あった。

まず，確認的因子分析によって保育者の職

業意識尺度は 28 項目 2 因子構造が確認され，

保育者の職業意識尺度全体での Cronbach
のα係数および McDonald のω係数と十分

な内的一貫性が示された。また，下位尺度の

寄り添い因子およびセルフ・コントロール因子

においても同様に十分な内的一貫性が示され

た。

次に，作成された尺度の各因子について述

べる。「寄り添い」因子は，子どもの心や体の成

長に合わせ寄り添って保育や教育を実践する

ことを表しており，他者の幸せを願う他者志向

性と深く関連することが推察される。他者志向

性に関わるものとして，真島（1995）は，他者

志向動機を「自己決定的でありながら，同時に

人の願いや期待に応えることを自分に課して

努力を続ける意欲の姿」と定義している。この

ことからも，子どもの健やかな成長を促すため

の寄り添った保育・教育が翻って保育者自身

の成長をも促し，それが保育者としての職務に

対する意識を高めることに繋がると考えられる。

今回収束的妥当性の検証として用いた既存の

尺度では「自己」に焦点が当てられているもの

収束的妥当性の検討 
保育者の職業意識尺度の収束的妥当性を

確認するため，各尺度との相関分析を行っ 

た。Parson の積率相関係数および 95%信頼

区間を算出した（Table 4）。分析の結果，保育

者の職業意識と看護師の職務満足（r =.54, 
95%CI[.47, .61]），看護師の仕事意欲（r =.56, 
95%CI[.48, .62]），日本語版 OCS（r =.44, 
95%CI[.36, .51]）の間に有意な正の相関が見

られた。また，寄り添いと看護師の職務満足  
（r =.55, 95%CI[.48, .62]），看護師の仕事意

欲（r =.56, 95%CI[.49, .62]），日本語版 OCS
（r =.44, 95%CI[.36, .51]）の間に有意な正の

相関が見られた。そして，セルフ・コントロールと

看護師の職務満足（r =.48, 95%CI[.40, .55]），

看護師の仕事意欲（r =.50, 95%CI[.43, .57]），

日本語版 OCS（r =.39, 95%CI[.31, .47]）の

間に有意な正の相関が見られた。 

M SD Min. Max. Cronbach's α McDonald's ω
189.0 26.6 46 230 .97 .97

寄り添い 104.0 15.0 30 126 .97 .97
セルフ・コントロール 55.3 8.2 11 70 .89 .90

36.9 6.7 15 50 .88 .89
77.0 17.3 16 104 .97 .97

60.2 9.0 34 90 .85 .86

保育者の職業意識尺度

看護師の職務満足

看護師の仕事意欲

日本語版OCS

r 95%Cl p r 95%Cl p r 95%Cl p

看護師の職務満足 .54 .47—.61  .00 .55 .48—.62 .00 .48 .40—.55 .00

看護師の仕事意欲 .56 .48—.62 .00 .56 .49—.62 .00 .50 .43—.57 .00

日本語版OCS .44 .36—.51 .00 .44 .36—.51 .00 .39 .31—.47 .00

セルフ・コントロール保育者の職業意識 寄り添い

7



が多く，自他との関わりの中での職業意識に

着目したものではない。一方で寄り添い因子

では，援助対象の「他者（子ども）」に対して自

分（保育者）がどのように関わっていくのかに

焦点が当てられているところが既存の尺度と異

なっている。また，「セルフ・コントロール」因子

は，自らを律して誠実に保育や教育に励むこ

とを表しており，職務に対しての責任感や誇り

と関連することが推察される。これは日本語版

OCS の下位尺度である「情緒的職業コミットメ

ント」，看護師の職務満足度の下位尺度である

「仕事に対する肯定的感情」，看護師の仕事

意欲測定尺度の下位尺度である「将来的な仕

事に向ける意欲」と類似した概念と考えられる。

これらの尺度では，自分の職業についてのア

イデンティティ，誇りや情熱等を問う項目で構

成されており，寄り添い因子と比較して，より

「自己」に焦点が当てられた職業意識と捉えら

れる。このことから，保育者の職業意識尺度の

寄り添い因子は，既存の職務満足感や意欲に

関わる尺度とは質的に異なる可能性が示唆さ

れ，職業意識の新たな側面を測定することが

できると推察される。次に，相関分析の結果か

ら，保育者の職業意識尺度全体および下位尺

度と看護師の職業満足感尺度，看護師の職

業意欲尺度，日本語版 OCS の間には主に中

程度の正の相関があることが示され，収束的

妥当性が確認された。 
これらの結果から，保育者の職業意識尺度

は概ね信頼性と妥当性が担保されていること

が確認された。ただし，本研究ではいくつかの

課題が浮き彫りとなった。 
第一に，調査対象者の属性に関わる問題で

ある。保育士に限定されたデータではあるもの

の，こども家庭庁（2024）の調査によると 2024
年 4 月 1 日時点の保育士登録者数は男性が

98,676 名（5.2%）で，女性が 1,799,343 名

（94.8%）と圧倒的に男性が少ない。そのため，

男性保育者のデータを得ることが非常に困難

な状況となっている。事実，本研究における調

査参加者も男性が 3.0%，女性が 97.0%となっ

ている。代替案として女性の保育者のみを研

究対象とすることも考えられるが，男性の保育

者は女性とは異なる男性特有の職務上の心

理的特徴が見られる可能性もある。したがって，

可能な限り男性保育者の調査対象者を確保

する取り組みや，女性と男性を分けた上での

心理的構造の差異について検討する必要が

あると考えられる。また，保育者としての勤務年

数は 1 年〜10 年未満が 170 名（45.1%），10
年以上が 230 名（54.8%）と比較的近い割合と

なっている。性別と同様に勤務歴が浅い保育

士とベテラン保育士の間での職業意識の因子

構造に違いがある可能性もあるため，今後は

多母集団同時分析などを行い，構造の差異に

ついて検討する必要があろう。 
第二に，天井効果に関わる問題が挙げられ

る。保育者の職業意識尺度は当初 33 項目で

あったが，天井効果により 5 項目が削除され，

最終的に 28 項目が採用された。しかし，実際

には天井効果の基準に達しなかった項目でも

天井効果に近い水準の項目が複数認められ

たため，測定結果の妥当性に少ないながらも

影響している可能性がある。本調査では調査

対象者として保育者 400 名からデータを得た

が，尺度作成の観点からいえば決して大きな

サンプルサイズとは言えない。サンプルサイズ

が小さい場合には偶然の偏りの影響を受けや

すくなるため，天井効果の項目が多くなった可

能性がある。 
第三に，適合度の低さが問題として挙げら

れる。保育者の職業意識尺度の 2因子モデル
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の適合度は CFI=.896 で，基準値（CFI>.90）
とほぼ同程度となり，ある程度の適合度の高さ

は担保されているものの，必ずしも本尺度の因

子的妥当性が高いとは言えない。その理由と

して，上記の天井効果に係る問題が指摘され

る。つまり，天井効果の基準には達しなかった

ものの天井効果を示す数値に近似した項目が

複数あるため，それらがモデルの適合度を押

し下げていた可能性がある。 
 以上のように，保育者の職業意識尺度作成

にあたり多くの課題や検討の余地は残された

ものの，本尺度は一定の信頼性，妥当性が確

認されたと言える。そして，既存の尺度とは焦

点の異なる「他者志向」的な職業意識を見出

すことができた。多くの職業は他者と何らかの

形で関わるが，対人援助職ではより他者志向

的職業意識が求められると考えられる。その意

味では，本研究は新たな視点を提供したという

点で一定の意義があるだろう。 
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論文

スピリチュアリティと認知行動的セルフモニタリングに関する研究

―宗教観構造の因子分析（主因子法 Promax 回転）による再検討―

山﨑 洋史

問題と目的

１．宗教・霊性（スピリチュアリティ）

現代、日本において「宗教を信仰してい

る」「特定の宗教団体所属している」「信仰

を深めている宗教がある」などの認識を明

確に保持している人は少ない。2020 年に

発表された國學院大學学生宗教意識調査報

告によれば、「宗教への関心」に関する質

問項目「あなたは宗教にどの程度関心があ

りますか」に対し、「現在、信仰を持って

いる」と答えた学生は、回答者の 10.7%で

あった。この割合は、過去に実施された継

続研究である 2015，2012，2010 年の同調

に宗教集団や宗教団体への所属度は低く、

青年では 1 割にも満たないと言われてい

る。」（石井、2007）が、現在までに続いて

いる。

しかし、質問「信仰はもっていないが、

宗教に関心がある。」の回答は、2015 年の

宗教にもまったく関心がない。」は、2015
年の 20.1％から 2020年の 9.7%へ、大幅に

割合が減少していることが示されている。

すなわち、信仰する宗教は持ってないが、

宗教には全く関心がないのではなく、何ら

かの関心は持っているとする人口が大幅に

増加していることが明らかになっている。

ここで、宗教や信仰調査に際して、まず、

宗教集団を「礼拝や伝道活動といった宗教

活動を行う集団のことで、かつ教義・儀礼

行事・信者・施設の 4 つの要件を満たした

もののこと」、宗教団体を「宗教集団の内

部に地位や役割の分化が生じ、地位の体系

が作り出されて組織化したもののこと」

（石井、2007）との定義を用いるならば、

日本の宗教人口はその範疇から大いに外れ

ることは明らかである。

その一方、クリスマスは教会でキリスト

の生誕を讃美歌と共に祝い、大晦日はお寺

で除夜の鐘を聴き、正月は神社で初詣、お

盆はお寺で墓参りなど、現代人１年間の日

常生活において宗教に起因する行事への参

加することは珍しいことではない。さらに、

こどもが誕生したときに初宮詣、成長を祝

う七五三報告祭、加齢とともに厄年お祓い

祈祷など、宗教に依拠する宗教行事への参

加が、社会への適応を確認する有効なスピ
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査において継年変化は見られない。「実際

35.5％から 2020 年の 51.9%へ、信仰は持

っているとは自認していないが、「関心は

ある」とする者が半数を超えており、かつ

調査するごとに増加傾向を示している。さ

らに「信仰は持っていない、宗教にもあま

り関心がない。」は 2015 年の 32.8％から

2020 年の 24.9％へ、「信仰は持っていない、



リチュアリティ・セレモニーとして必須の

ものとさえなっている様相もある。

そこで「宗教を信仰してはいない」との

認知を有している一方、宗教に依拠する行

事に、様々なスピリチュアリティ・セレモ

ニーに多くの日本の人々が日常的に参加な

らしめる要因は何であろうか。

「スピリチュアリティ」「霊性」など

「こころの深層に加護観念と霊魂観念が隠

れていて、当人もそれを宗教だとは通常意

識しない宗教性を持っている。加護観念と

は、年中行事としての軽い宗教との結びつ

きに親しみを感じ、自然に対しても神仏の

ように謹んだ気持ちをもった宗教性のこと

である。霊魂観念とは霊的存在への信仰や

死者への畏怖の感情、あるいは願い事を叶

えてくれたり、たたりや罰を与えてくれた

りするような人知を超えた存在に対する畏

怖の念、あるいは輪廻転生を信じることな

ど、そうした観念が合わさったもののこと

である。この 2 つの観念は日本人が脈々と

受け継いできた宗教観といえる。」（金児、

1997）1 等もその説明として挙げることが

できよう。その文脈においても、宗教と霊

性・スピリチュアリティに関するエビデン

スに基づく客観的確認が求められる。

本研究において、現代日本の宗教的関係

性やその程度を表現する概念である「宗教

性」は「個人における宗教への関わり」を

意味し、「宗教観」は「宗教に対する考え

方」「宗教に関する認知行動的セルフモニ

1 金児曉嗣（1997）は、宗教観の因子分析において、向宗教性，加護（報恩）観念，霊魂
（応報）観念を抽出している。
2 認知行動的立場における行動コントロールにおいて,セルフモニタリングは行動に対する
モニタリングだけでなく,モニタリングされた行動に対する認知も重要とされている。

タリング」と定義する。（山﨑、2021）
宗教観の認知的枠組み如何によってその

後の人間行動が規定される初詣、墓参り、

クリスマスなどの日常行動化の要因は、宗

教観の構造が実証されることにより、その

因果関係が明らにしていくことが可能とな

るのである。

２．宗教観の認知的枠組み

人間個人の信念や価値観に基づく行動選

択は、自らセルフモニタリングされた結果

であるか否かにより、その後の行動展開に

大きな影響を与える。自己内に形成されて

いる認知的枠組みと、環境との間に存在す

るモニタリング認知の存在が人間の適応に

大きく関わっている 2 。（山崎 2013）
（Figure １）  
個人の認知的枠組みにおいて社会的文化

的環境は、大きな影響を与えており、自ら

育った文化により大きく異なる。日本文化

圏、キリスト教文化圏、イスラム教文化圏、

仏教文化圏など、各文化圏に於ける認知的

枠組みは、その行動を大きく規定している。

現代の日本においては、宗教に関するそ

の社会的規定因として、多くの文化圏の併

存、あるいは儀式的併存が有るのは周知の

事実である（神道儀式、仏教的儀式、キリ

スト教的儀式、他）。この現代日本に於け

る宗教と「認知行動的セルフモニタリング」

に関する研究、特に日本における自己と、

その自己を取り囲む社会的イベント、適応
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Figure １．認知行動的セルフモニタリング構造図（山﨑 2013） 

に関する結果としてアウトプットされる行

動の間に介在する宗教およびその文化的儀

式の意味についての認知行動的相関関係を

エビデンスにもとづいて明らかにした研究

は少ない。（山﨑、2021）
よって、現在におけるスピリチュアリテ

ィと認知行動的セルフモニタリングに関す

る一連の再検討の文脈に位置づけられる本

研究においては、認知的セルフモニタリン

グと宗教に関する調査を実施し、多変量解

析行う。具体的には、今日 2024 年時にお

ける認知行動セルフモニタリングとしての

宗教およびスピリチュアリティの位置を明

確にする尺度の再検討をするため、2013
年に実施した宗教観尺度の項目を再検討し

項目の精選を行い、構造確認のため因子構

造の再確認を行う。本研究は今日的宗教観

因子構造におけるスピリチュアリティ研究

の基礎的フレームに資するのが目的となる。

方法

１．質問紙調査法

・調査参加希望者対象に実施

・google form を使用。QR コードによる

アクセス、質問紙記入

２．教示

実施時、調査対象者に対して次の教示を

行った。

・質問回答は自己判断、回答は義務では
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ないので、中途で中止も可能である。そ

の際、何ら不利益は生じない。

・回答は研究以外では用いられないこと、

数量データとして統計的に処理され、個人

に関するプライバシ―管理は徹底される。

・研究結果は後日公表される。

３．質問紙構成

・ 「フェイスシート」年齢と性別の記述を

求めた。

・ 「信仰の有無」に関する質問

 調査対象者の宗教の信仰の有無を尋ねた。

宗教団体への所属、信仰の有無を組み合わ

せ、以下の 5 つの中から選択をする。（國

學院大學学生宗教意識調査報告(2020)同様） 

・ 「宗教観尺度」41 項目 4 件法 
 2013 年山﨑調査時の宗教観尺度として、

高 木 ・ 吉 田 ・ 森 （1987）、 張 ・ 高 木

（1989）、谷（2007）40 項目質問紙 1：
「全くそう思わない」－4：「非常にそう思

う」の 4 件選択法の項目精選を、より現代

に合わせるべく、質問紙作成時に実施した。

質問紙 40 項目を宗教学研究者集団によ

り、今日の term としてより的確な認知的

セルフモニタリングが可能であるかの視点

で再検討した。その結果、新しい項目とし

て以下のような term への変更、および分

割追加を実施した。

・項目８「信仰によって、自己を内省し、

反省することができる。」→「信仰によっ

て、自分を内省し、反省することができる。」

・項目11「宗教には、排他性や他への攻撃

性、差別がみられる。」→「宗教には、異な

る者に排他的、攻撃的、差別が見られる。」

・項目 12「宗教組織は、強制的である。」

→「宗教組織は、個人の考えや行動に対し

て強制的である。」

・項目 13「信仰は、盲目的で也を顧みな

い。」→「信仰は、盲目的で他を顧みない

傾向が見られる。」

・項目 17「宗教は、国の考えに影響し、

政治に利発され。争いに発展する。」→

「宗教組織は、時代の流れに影響され、政

治に利用されるなど。争いに発展すること

もある。」

・項目 20「宗教によって、思想が偏り、

物事を客観的、科学的、論理的に見ること

ができなくなる。」→「宗教によって、考

えや行動が偏り、客観的、科学的、論理的

に考えることができなくなる。」

・項目 25「人間は、心の修行をし、正し

い行為を重ねることで、その使命を全うし

て霊界に戻り、輪廻転生を繰り返しながら

高次の段階に進む。」→「人はまっとうな

行いを続けていると、その結果は必ずいつ

か報われる。」、「人としての道を誤ると、そ

の結果は、必ずいつか罰せられる」（項目

25 及び項目 41 として分割し新設項目追加）

・項目 29「いつも、神や仏に見守られて

いると思う。」→「『おてんとうさまは見て

います』という言葉は理解できる。」
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  ① 現在信仰を持っている 
  ② 信仰は持っていないが、宗教に関

心はある 
  ③ 信仰は持っていないし、宗教にあ

まり関心がない 
  ④ 信仰は持っていないし、宗教にも

全く関心がない 
  ⑤ その他（その他選択の場合は、そ

の理由の記述を求めた。） 



４．調査期間

2024 年 10 月～12 月 

５．調査対象

関東・東北国立私立大学生 628 名の質問

回答紙回収。回答の不備や欠損値などを検

討し、有効回答数 597 名を分析対象とした。 
全体 597 名（18－25 歳、平均年齢

20.02 歳、SD=1.18） 
男性  243 名（平均年齢 20.08 歳、

SD=1.15） 
女性  354 名（平均年 19.82 歳、

SD=1.12） 

結果

１．信仰の有無

宗教団体への所属、信仰の有無を組み合

わせた 5 つ選択肢のうち最も多かったのは、 
「信仰は持っていないが、宗教に関心はあ

る」は、301 名（50.4%）、男性 123 名

（20.1%）、女性 178 名（29.8%）であった。

「信仰は持っていないし、宗教にあまり関

心がない」149 名（25.0%）で、男性 61 名

（10.2%）、女性 88 名（14.7%）であった。

「信仰は持っていないし、宗教にも全く関

心がない」57 名（9.5%）。男性 23 名

（3.9%）、女性 33 名（5.5%）であった。

「現在信仰を持っている」60 名（10.1%）

であった。男性 24 名（4.0%）、女性 36 名

（6.0%）であった。「その他」は 30 名

（5.0%）。男性 12 名（2.0%）で、女性は

18 名（3.0%）であった。 

２．宗教観尺度の信頼度と因子分析

宗教観尺度に関する信頼性分析を

Cronbachα係数を用いて行った。その結

果、α係数は.87 であった。よって本尺度

の内的整合性は保証された。

次に、宗教観に関する因子構造を確認す

るため、各因子間に緩やかな相関が予想さ

れるため因子分析は、主因子法、Promax 
回転を行った（Table 1）。その結果、固有

値を配慮した結果 3 因子が抽出された。各

因子の因子負荷量 0.4 未満の６項目を削除

し、35 項目が選択された。 
第 1 因子は「信仰心を持つことで、安ら

ぎや幸せを感じることがある」「信仰心は

心の拠り所や生きがいとなる」「信仰によ

って、自分を内省し、反省することができ

る」「宗教は、人の手に余る悲しみを和ら

げ、救いとなる」「信仰心を持つことで安

らぎや幸せを感じることがある。」などの

質問 16 項目からなる。 
因子負荷量の高い項目から因子名として

「宗教肯定（個人的）因子」と命名した。

第 2 因子は「宗教活動は、金銭に結びつ

き、営利に陥りやすい」「宗教には、異な

る者に排他的、攻撃的、差別が見られる」

「信仰のために、他に迷惑をかけても気づ

かなくなる」「宗教組織は、個人の考えや

行動に対して強制的である」「宗教によっ

て、考えや行動が偏り、客観的、科学的、

論理的に考えることができなくなる」など

の質問 13 項目からなる。 
因子負荷量の高い項目から因子名として

「宗教否定（集団的）因子」と命名した。

第 3 因子は「神や仏は存在する」「守護

霊や守護神などによって守られている」

「宇宙をコントロールする大きな何かが存

在する」「『おてんとうさまは見ています』

という言葉は理解できる」質問 6 項目から

なる。
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Table1.宗教感尺度の因子分析（主因子法 Promax 回転） 

因子負荷量の高い項目から因子名として

「崇高な存在因子」と命名した。

3因子の累積寄与率は 46.56%であった。 
Table1 に各因子の相関も示した。 

項目番号 　項目（因子名、α係数） 因子負荷量
1 2 3

「宗教肯定（個人的）因子」  α＝.89

1 　信仰心を持つことで、安らぎや幸せを感じることがある 0.81
3 　信仰心を持つことによつて、心が洗われる 0.79
7 　信仰心は心の拠り所や生きがいのことである 0.77
9 　宗教は、人生観、世界観、価値観の基準を与えてくれる 0.75
8 　信仰によって、自分を内省し、反省することができる 0.73
5 　宗教は、人の手に余る悲しみを和らげ、救いとなる 0.72

10 　信仰心を持つことによつて、自分の考えや主張を確立することができる 0.69
6 　宗教活動を通じて、信者同士のつながりができ、楽しさを感じることが出来る 0.66

32 　信仰することによって、お互いに助け合う気持ちを養うことができる 0.63
4 　宗教活動によって、皆同じ体験を共有し、共感することができる 0.61

34 　信仰心を持つことによつて、人との交わりに我を出さず、和を持って接することができる 0.59
37 　宗教心とは、自分の愛し、信じるものを救い重んじることである 0.54
28 　宗教活動には、活動そのものに一体感があり、充実感を得ることが出来る 0.51
23 　信仰は精神安定剤の役割を果たす 0.49
39 　信仰とは感謝する気持ちを学ぶことである 0.47
36 　信仰心を持つことによつて、生き物に対し、愛情が深くなる 0.45

「宗教否定（集団的）因子 」 α＝.91

19 　宗教活動は、金銭に結びつき、営利に陥りやすい 0.79
11 　宗教には、異なる者に排他的、攻撃的、差別が見られる 0.76
14 　信仰のために、他に迷惑をかけても気づかなくなる 0.72
12 　宗教組織は、個人の考えや行動に対して強制的である 0.68
20 　宗教によって、考えや行動が偏り、客観的、科学的、論理的に考えることができなくなる 0.67
13 　信仰は、盲目的で他を顧みない傾向が見られる 0.63
16 　宗教組織は、偽善的である 0.56
31 　宗教活動は、生活を束縛する 0.52
17 　宗教組織は、時代の流れに影響され、政治に利用されるなど。争いに発展することもある。 0.51
24 　信仰を持つことは、他力本願で、消極的である 0.49
30 　宗教とは．大いなる自然の力に恐怖した人間の自己防衛手段である 0.48
27 　宗教組織は、自信を失った人間の逃げ場となる 0.47
2 　信仰心とは、自分以外のものに頼る心である 0.46

「崇高な存在」因子  α＝.88

15 　神や仏は存在する 0.84
26 　守護霊や守護神などによって守られている 0.81
40 　宇宙をコントロールする大きな何かが存在する 0.76
29 　「おてんとうさまは見ています」という言葉は理解できる 0.61
25 　人はまっとうな行いを続けていると、その結果は必ずいつか報われる 0.42
41 　人としての道を誤ると、その結果は必ずいつか罰せられる 0.41

　　因子間相関１ -0.2 0.46
2 -0.32
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各因子の Cronbach のα係数は、第 1 因

子「宗教肯定（個人的）因子」はα＝.89、
第 2 因子「宗教否定（集団的）因子」はα

=.91、第 3 因子「崇高な存在因子」はα

=.88 であった。よって、内的整合性は全 3
個の下位因子は保たれている。

考察

本研究は、現代日本における宗教観構造

を、因子分析（主因子法 Promax 回転）に

よって明らかにしようとするものである。

宗教感尺度の項目精選を実施し、質問紙調

査の結果、有効な 3 因子が抽出された。 
第 1 因子は「宗教肯定（個人的）因子」、

第 2 因子は「宗教否定（集団的）因子」、

第 3 因子は「崇高な存在因子」と命名され

た。各因子の内的整合性（α係数）は、高

かった。

因子間相関は、第 1 因子と第 2 因子は、

それぞれ第 3 因子に対してマイナス相関を

示しており、項目内容的に検討すると妥当

であった。今後の最新の宗教、霊性、スピ

リチュアリティ研究において、その基礎と

なる宗教観の構造を追加確認することがで

きた。

先行研究の調査においても「信仰を持って

いる」人口は、極めて少ないことは既に述

べた。また「宗教は危ないと考えるか」に

ついて、「そう思う」「どちらかといえばそ

う思う」との回答は 60％以上であった

（國學院、2020）。宗教団体へ所属してい

るとする人口は少ない。この現状は過去

10 年以上、変動していない。 
一方、本調査において「信仰は持ってい

ないが、宗教に関心はある」の問いに対し

て、半数の 301 名（50.4%）、男性 123 名

（20.1%）、女性 178 名（29.8%）にのぼっ

ている。先行研究においても、信仰は持っ

ていないが「神の存在」「仏の存在」「霊魂

の存在」「先祖様に守られている」「死後の

世界の存在」については、過半数の者が

「ありうると思う」と答えており、「宗教

は人間に必要と思うか」「宗教を信じると

心のよりどころができるか」のような宗教

に対するポジティブな認知も、回答者の過

半数が肯定的選択（井上、2018）をしてい

るのである。

今日、スピリチュアル・パワースポット、

聖地巡礼、御朱印帳など、一般的関心は極

めて高い。日常の生活ルーティンにおいて

宗教に起因する行事への参加行動は常態化

しており、神社、仏閣、教会などで心が癒

され、満足感や幸福感を得て、日常のスト

レス事態が起きた時、それを解消するため

の行動（ストレスコーピング）を適応的に

変化させることなど、その宗教に関連する

行事参加や断片的要素の利用・活用など、

それらが適応上有効なものとなっている。

 「信仰は持っていないが、宗教に関心が

ある」の問いに含まれる「この一見矛盾す

る反応」が過半数以上を占めている理由は、

すなわち「関心がある」の客観的具体的や

要素を表しているのが、本研究の第 1 因子

や第 3 因子の項目群である。「第 1 因子:宗
教肯定（個人的）因子」は、「信仰心は心

の拠り所や生きがいとなる」「宗教は、人

の手に余る悲しみを和らげ、救いとなる」

「信仰心を持つことで安らぎや幸せを感じ

ることがある。」など、個人的内面的にポ

ジティブ要素や側面を、「第 3 因子:崇高な

存在」は、「守護霊、守護神に守られてい

ると思う」「神や仏は存在する」など個人
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的メタ認知の在り様を明示している。

同時に、「信仰は持っていない」とする

意・理由は「第 2因子:宗教否定（集団的）

因子」の項目群が表しており、集団的組織

的側面に対する「信仰のために、他に迷惑

をかけても気づかなくなる」「宗教には排

他性や他への攻撃性、差別がみられる」等

が、「宗教は信仰していない」「宗教は怪し

い」などのネガティブな行動や意識と関連

し、宗教の集団的組織的なネガティブ要

素・側面を構造として明示しているのであ

る。

本研究における以上の宗教感尺度の精選

結果は、宗教軽視の風潮、宗教そのものへ

の警戒、宗教や宗教性を感じさせるものに

対する慎重さ、否定的拒否的反応などは、

宗教集団・組織に対するマイナスのイメー

ジによる傾向が強いことが示された。

一方、個人的な主観的である「崇高な存

在」として、神社、仏閣、教会などで心が

癒され、満足感や幸福感を得る、日常のス

トレス事態が起きた時に、それを解消する

ための行動（ストレスコーピング）を適応

的に変化させることなど、その宗教に関連

する個人的な枠組みはプラスの有効なもの

としていることが分かった。

この研究を受けて、宗教観に集団的組織

的側面と個人的認知的側面の両方の構造が

含まれていることから、特に、個人的認知

的側面を「スピリチュアリティ的側面とし

て位置づけることとする。宗教観とスピリ

チュアリティの関係性については、「スピ

リチュアリティという語は、従来の宗教と

いう言葉が持つ組織や制度という側面とは

切り離したところで、個人の体験として存

在するある種の宗教的意識に重点が置かれ

ている」（安藤、2007）として、宗教感か

ら組織制度を切り離した個人的な位置づけ

であるとしている。また、スピリチュアリ

ティは、「宗教の核心部分にあたるが、組

織宗教では形骸化したり、表現が抑制され

たりする性質をもつ」（堀江、2007）。すな

わち宗教とスピリチュアリティはコアな部

分では同一であるが、宗教から組織や制度

という側面を切り離した、個人的側面であ

るとしている。弓山（2010）は、「スピリ

チュアリティは教義・儀礼・組織を備えた

教団宗教から離れた非制度的かつ個人的な

宗教意識のこと 」と定義している。宗教観

の個人的認知的側面の構造を抽出していく

目的で「スピリチュアリティ」を鍵概念と

する。

今後の課題

再確認により明らかになった宗教観構造

の内、第 1 因子第 3 因子からなるスピリチ

ュアリティを中心概念として、スピリチュ

アリティと心理支援、意味の把握、統合、

第 3 世代認知行動療法とその技法、ケア対

象における事例研究、スピリチュアルケア

師、臨床宗教師に連なる一連の研究に、経

験智のみではなくエビデンスに基づいた研

究深化が望まれる。

今後の課題として、適応支援のためには、

宗教の個人的認知的側面に関する心理教育

等更なる詳細な分析が必要となる。
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論文

個に内在するキリストの検討 

──キリスト教的人間学の基礎についての試論 

宮崎 正美1 

序 

１．「永遠の記憶」：死と個の救い 

２．神はどこにおられるのか、という問い 

３．個に内在するキリストの議論と考察 

４．まとめと課題 

結論 

【要約】 

キリスト教的人間学は、キリスト者 christian であるとないとにかかわらず人間存在を、

神の恩恵に開かれ救いの対象である尊い存在として根底に据えようとする。他方で、従来の

キリスト教的人間観は、非キリスト者を神の恩恵から排除された位置にあるかのように印

象づけられてきた。その要因の一つとして人間存在に深く関わり、完全十全な救いに導こう

とする活けるキリストの現実を、教会とそのシステムに限定されたことが考えられる。そう

した現状においてもなお、何ものにも制約を受けない神の救いの経綸（オイコノミア）の一

面を明らかにすることには意義がある。本論考において、現代の神学の中に、生きる個々の

人間の内に臨在する（内在する）キリストの考えが既に打ち出されていることを明らかにし、

キリスト教的人間学の基礎に据えることを提唱する。

序 

キリスト教的人間学は、現代人の直面す

るさまざまな課題において大きな使命を負

っている。 

 世界的に共有されていたはずの人道主義、

台頭する国家主義、気候変動、そして人権と

いったいずれの現代的課題に対しても、キ

リスト教的人間学はどう応えるか・応える

べきか注目される。そのキリスト教的人間

学は、キリスト教的視点において探究する

のであるが、その場合のキリスト的とは何 

1 仙台白百合女子大学人間学部教授、人間学研究センター研究員． 

を指すのであろうか。キリスト教的人間学

の基礎は、キリスト者 christian であるとな

いとにかかわらず「人間」の本質を明確にす

るものといえよう。ところがキリスト教史

の初期に成立した教義は、キリスト論を中

心として礼拝対象すなわち三位一体の神学

内規定に終始しているように「みえる」。 

 しかしそのキリスト教教義や宗教思想の

中に、何かしら人間について正しく把捉さ

れていることが含意されていたはずである。

もし、そうでなければキリスト教的人間学

自体が成立しない。つまり、キリスト教教義 
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（たとえばキリストの受肉、十字架の死、復活

といった信ずべき2内容）の中に、人間をめぐる

具体的な個々の課題や事例（人間学的課題）に

対する解決があって、それによってキリスト教

的人間学が成り立つはずである。 

 これは、キリスト教教義そのものに問題があ

るのではなく、キリスト教による救いがいかに

して個々人の救いに接続するようになるのか

が、伝えられてきていないところに大きな問題

がある。つまり伝統と伝承の問題でもあるとい

えよう3。 

 本論考では、こうした問題意識を出発点とし

て、宗教的帰属を問わず「人間」を対象とした

キリスト教的人間学の基礎として、すべての人

間がキリストの復活によって切り開かれた神

の救いの営みの下にあることを念頭におく。そ

れはしたがって、個々の人間には可能性を含め

て「内在するキリスト」が考えられねばならな

いだろうと展望する。こうした方向性で考察す

る。 

１．「永遠の記憶」：死と個の救い 

 救いが問題となる現実として、人間の死の場

面で、教会がどのように祈るか。その言葉から

伝承される内容について考察しよう。 

正教会の追悼祈祷パニヒダの最後に「永遠の

記憶」（Αἱωνία η μνήμη, Вечная память）4

と三度歌われる聖歌がある。カトリックにおい

2 「信ずべき」という表現に人間の自由に対する脅威

とみなす混乱した考えがあることは承知しているが、

ここでは個々人の好み（好き嫌い）のレヴェルの問

題ではなく、人間本性による人間存在にかかわる「信

頼する」「信をおく」行為として問題にしている。こ

の「〜すべき」は、存在そのものにかかわる必然的

表現である。 
3 本論考では詳細に扱わないが、キリスト教の伝統の

担い手である教会は、個々の人間の救いにどのよう

に向き合ってきたのかが、反省的に問われることに

なろう。カトリック神学者 Yves Congar は主著の一

つ Je Crois en L’Esprit Saint, TomeⅡ（邦訳『わ

て似た表現に「永遠の安息」等の表現がみられ

るのに対し、この前者の表現には矛盾がある。 

 物理的医学的現象としての側面に限定して

客観的にみるならば、「（人間の）記憶」は、本

人の脳という肉体の一部に依存している。その

肉体の在り方は自然現象の一つに位置付けら

れているのであるから、脳という肉体の一部も

やがて死と呼ばれる必然的な変化を被り、自然

的世界へ還元されていく。したがって、脳に依

存するわれわれ自身の記憶は、死後は肉体の消

滅に伴い、少なくとも生きているわれわれ人間

が意識し認識する様式ではもはやなくなって

いる。このように、単純に論理的に考えてみて

も、永遠ではない人間の生命と結ばれている記

憶もまた、そのままであれば、決して永遠であ

りえない。 

 では、我々が今この瞬間ごとに経験し“記憶

しているもの”は、いずこへ行きどのようにな

るのであろうか。 

そもそも、このことは本人の視点からいえば、

本人が「自分自身のものと看做している自分の

肉体および記憶が、自分のものではなくなるこ

と」という事態が決定的となることを意味する。

この記憶と結びついた生前の経験もまた同様

である。 

 したがって死に際しては、記憶そのものが無

になるかどうかはさておき、次のことを意味す

る。本人（１人称単数）の記憶は、死後におい

ては、本人（１人称単数）だけのものではなく

なる、という点で決定的現実となる5。このこ

たしは聖霊を信じる 第二巻』現代カトリック思想

叢書２, サンパウロ 1995 年）の第一部（Premième 
partie, L’Esprit Anime L’Eglise）に続く第二部

（Deuxième partie, Le Souffle de Dieu dans nos 
vies personnelles）で 個々の人間への聖霊の関与を

扱っている． 
4 ギリシャ語、ウクライナ語．以下、各々[G]、[Uk]
のように各言語の英語表記の頭文字で表記する． 

5 本人が記憶しているか否かに関わりなく、たとえ無

意識であったとしても記憶障害があったとしても、

歴史という場において本人が成した経験とその記憶

は、本人の人格を形成する要素の一つである．した
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とは言い換えると、死後において本人の記憶は、

〈他者〉との共有可能性に開かれることを意味

すると言い得る。 

 しかし、生きている人間の経験およびその記

憶は、個々人の人格と深く結びついたものであ

る。生き終えた後の記憶の共有可能性が開かれ

る〈他者〉とは、人格的存在でなければならな

いが、別の記憶を有する他のだれか人間存在と

は考えられない6。 

 ただし本人（１人称単数）と共にその経験と

記憶を共有する人格的超越者がいれば、上記の

記憶を共有する〈他者〉とは考えうる。つまり

その人格的超越者とは、キリスト教的理解にお

いては神を仮定することができる。ここに、第

三者（あるいはキリスト者の場合は２人称）と

しての永遠の神が、その個人の記憶を引き受け

て共有する可能性をみることができる。 

 しかし故人となった者の記憶が神に引き受

けられるとしても、あたかもその本人の記憶を

伴う「魂」を神が引き受けるかのように一般に

イメージされているように思われる。

結果、生きている者たちが、死者を弔う墓石

等に向かってその死者があたかも生前の記憶

を継続しているかのように語りかける。その素

朴な宗教心はたしかに一方では世界中で広く

受け入れられている。しかし、故人の存在がど

うなってしまっているのかは遺された者たち

にとっては不明なまま、次のように表現される

ことがある。故人の記憶（この場合は故人自身

が有する記憶ではあり得ないので、故人に関す

る記憶である）は周囲の「生きている者の心に

がって、人間の全的救いを述べ伝える正統キリスト

教が示すように、肉体とともに人間の経験とその記

憶もまた、神の救いの対象となる． 
6 死者の記憶の問題に関連し、後の時代の他者にその

記憶が引き継がれてあたかも輪廻転生を示す現象が

あるといわれることがある。しかしそれについては

本論考の対象ではない． 
7 しかし他方で「故人がこの世に存在していたことを

誰かが記憶してなければ、彼（ら）が確かにこの世

に生きていたことの証を残せない」という被災者の

『生きている』」、と。これは、亡くなった者の

人格と深く結びついた本人自身の記憶と、周囲

の生きている者の追悼の動機となる記憶（故人

に対し他者である者の記憶）とをすり替えてい

るだけであって、ここで問題とする救いの問題

に正面から目を向けたものになっていない7。 

 そのような視点のずらしは、無論、遺された

者の傷心を思えば、同情を禁じ得ないが、しか

し同時にそれは、死に関して何も答えは得られ

ないという見込み（あるいは諦め）からくる可

能性は多分にあろう。 

 ということは、それは人間一般の実存から湧

き上がる以下のような問いに対して、どうせ答

えはえられないだろう、自分の心からの問いに

対し応えるものは何も無いであろう、どうせ肉

体は消滅するしかないから、という諦観が横た

わっているのではなかろうか。──いったい神

は本人の経験と記憶をどこへどう扱うのか。神

はどこにおられるのか、あるいは人間はどこに

神の痕跡をみればよいのか。肉体の復活を、キ

リスト教はミサや礼拝の中で信仰告白する。し

たがって自然世界の物質に依存し物質から成

る私のこの肉体と私のこの記憶は、キリスト教

においては「復活」によって担保される8。 

 とはいえ、それはどのようにしてか。さらに

またこの神の所在を問う問いは別の意味を有

するゆえに、やはり問われねばならない。 

証言は、確かに傾聴に値する．ある人の存在の記憶

は、他の人格の存在にかかっているのである。しか

し誰であれこの世界での人間の存在は有限である。 

8 「私はこの復活の霊において、ここで全く生き全く
、、、、、、

愛し全く死ぬ
、、、、、、

ことができるのである……私はこの希

望によって、すべての被造物を愛することができる。」

（傍点は引用者）モルトマン著、沖野政弘訳、『今日

キリストは私たちにとって何者か』（新教出版社、

1996 年）107 頁．
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２．神はどこにおられるのか、という問い 

 前項で、記憶という、個々人に固有の生命現

象であると同時に個々の人格と深く結びつい

たものをとおして、人間を超越する者への問い

が、人間にとって普遍的側面を有していること

の一面をみた。 

 それは、では超越者をどこに求めればよいか

という問いと同時に、個々人は「個」としてど

のようにして救われるのか、という実存的課題

を次に問うことになる。 

 こうした問いを考えるために現代よく知ら

れたキリスト教的な英語詩 “FOOTPRINTS 
IN THE SAND” をとおして考えてみたい。

そこに描かれたキリストの姿は、個として本人

には知られないまま絶えず本人とともに同じ

いのちを生き、同じ経験をともにして、人生を

ともに歩む復活者の姿である9。それは単に詩

の中の想像にすぎないのであろうか。キリスト

教における個々の人間の救いの経験は、個々の

人間に内在するキリスト10との個々のストー

リーが証言として表現される。キリスト教教義、

9 この詩については著者問題でさまざまな説がある．

Carolyn Carty によるものでは、最後の段落は次の

ように書かれている．

https://footprintspoemauthor.tripod.com/（2024

年 9 月 5 日閲覧） 

“...I don't understand why  
when I needed you most you would leave me.” 
The Lord replied,  
“my precious, precious child,  
I love you and I would never leave you 
during your times of trial and suffering, 
when you see only one set of footprints 
it was then that I carried you.”

10 個々の人間への働きかけは、教会の始まり（使徒言

行録 2.1）と一般的キリスト教教義においては、ま

ず聖霊の働きについて言われる。しかし「人間の側

から見れば、復活のキリストと聖霊とは一体となっ

て到来し、働きかけるように感じられる」：松田央『キ

リスト教の基礎』（キリスト新聞社 2007 年）170 頁．

また、三位一体それ自体として考察される

「theologia 神学」と、人間を含めた被造物との関係

で考察する「oikonomia 救いの営み」とを区別する

東方キリスト教の区別は、前者において聖霊とキリ

ストは三位一体においては厳格に区別されねばなら

ないが、救いの営みにおいては、父の右の座に昇天

またそれ以前に存在したさまざまな信仰告白

は、そうした個々の救いの証言の集積が土台と

なっている。したがって個々が発する神につい

ての問いは、（たとえ不完全で、純粋抽出され

たものではないとしても）同じ人間である個々

の証言にも求められねばならない11。 

 人間に救いを与える神を、どこに見出せばよ

いのか、という苦しみを伴って問う問いに向き

合うのでなければ、自分にしろ他の者にしろ、

この歴史の中で救いを要する者に対して、歴史

の中にキリストを通して人類の救いを与えよ

うとした神に出会うことはできない。 

2024 年 6 月に永眠した J.モルトマンは著名

な現代プロテスタント神学者であった。その探

究の底流にも戦争体験を通しての救いへの問

いがある。彼の『組織神学論叢』のキリスト論

12の一節のタイトルに、同じ問いを付している。 

 神は、見捨てられた者らの神、父となるた

めに、御子を見捨てられていくままにさせる。

……御子は、処刑され、呪われた者の兄弟・救

い主となるために、このような死に渡される

のである。13 

したキリストが派遣した聖霊を、パウロが言うよう

に「キリストの霊」（ローマ 8.9）あるいは「キリス

ト」そのもの（ガラテヤ 2.19-20）として言うことが

できる。
11 この問題は、従来のキリスト教の啓示を「sola 

scriptura 聖書のみによって」とするプロテスタント

神学の原理に対するカトリックの「聖書および聖伝

による」の理解に関わる．前者特に聖書に関する根

本主義は聖書の成立以前の教会の存在と連続性を想

定している点で無理がある．回帰の目標とする初代

教会においては旧約聖書とキリスト者の証言が神の

ことばを媒介するものであったはずである。筆者は

聖伝を不文律のようなものとしてではなく、内在す

るキリストと共に歩む個々人の生の証言を、第二次

的な（しかし非常に重要な）伝承と考える．これに

ついては別の機会に論じたい． 
12 Jülgen Moltmann, Der Weg Jesu Christi: 

Christologie in messianischen Dimensionen. 
Gütersloher Verlagshaus, 1989 =J.モルトマ

ン、蓮見和男訳『イエス・キリストの道：メシア的

次元におけるキリスト論』J.モルトマン神学論叢３

（新教出版社、1992 年）．なお、続いて言及したタ

イトルは「第三節 キリストの神的苦しみ──どこ

に神はいるか」（同書、270 頁）。
13 J.モルトマン、前掲書、275 頁．
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十字架のかげに生きなくてはならないすべ

ての者、すなわち権利を奪われた者たち、ま

た不義なる者たちに、メシアの希望・神との

交わりをもたらしたのである14。 

「共苦する神」という考えについてモルトマン

は、古いユダヤ的思考にみられ、同じ考えをパ

ウロはイエスの復活の光の下で書簡で述べ、そ

れをオリゲネスが受け継ぐといった歴史をふ

まえつつ、現代の諸状況の光の中で、献身の神

学として以下のように述べる15。 

 神に見捨てられたキリストの、「わが神、ど

うして私をお見捨てになったのですか」とい

う神への叫びに対する献身の神学の解答は、

次のようだからである。「私は、ほんの一時あ

なたを見捨てた。それは、あなたが、見捨てら

れた人間の兄弟となり、あなたとの交わりに

おいて、何ものをも私たちの愛から離れさせ

ることのないためである。」16 

モルトマンは自らこれを「神秘主義的解答」と

し、「キリストの苦難」は神的と表現しつつ、

「神はどこにいるのか？」という問いに対して

次のようにまとめる。 

神はそれ（引用者注「キリストの苦難」）によっ

て、人間と被造物のあるところどこでも、「神、

われらと共に」と、人間および全被造物と連

帯した……「私たちは、神からである」と、す

べてのものの新しい創造がそこから生まれる

……17。 

つまり、神は、キリストを通してあらゆるとこ

ろ特に苦しみのあるところに、人間と共におら

れる、ということになる。キリスト教の神は超

越者であると同時にペルソナをとして存在す

るのであるから、人間を通して神は知られるこ

14 J.モルトマン、前掲書、283 頁．
15 J.モルトマン、前掲書、242-333 頁．
16 J.モルトマン、前掲書、286 頁．
17 J.モルトマン、前掲書、287 頁．
18 福音書以外の新約文書において内在するキリスト

への言及が以下の箇所にみられる．ローマ 8.10-11, 

2 コリント 13.3, 13.5, ガラテヤ 2.20, 4.19, エフ

とになる。つまり、人間は神を直接に知ること

はできないが、人間と共に在る神については知

り得ることになる。 

 したがって、ここで問題にしている実存的な

問い（神の所在）は、人間にとっての救いへ導

く啓示の主体を求めていることを含意するが、

それは救いの経綸（オイコノミア）としての視

点でいえば、人間の内に臨在している、という

こともできる。 

 ここで述べたことは、カトリック教会や正統

的キリスト教が確信している、「キリストが啓

示の完成である（c.f.『啓示憲章（DV）』4）こ

と」に何か新たに加えるものでもなければ、減

ずるものでもない．しかし神のことばであるキ

リストは、同時に苦しむ者と共にある（内在す

る）キリストでもある18、という理解は補足し

ておきたい。

 本項での以上の考察から次に出てくる問い

の一つは、なぜこのようなこと（つまり人間に

キリストが内在すること）が起こり得るのかで

ある。それについては、キリスト教正統教義が

明示するキリスト両性論（キリストが「真の神

であり、真の人である」こと）に根拠をおいて

いることが、現代キリスト教神学のなかに確認

できる19。 

古代教会の神学は……キリスト論の面では、

両性論を発展させ、４５１年のカルケドン会

議で一応の決着をみた。救済論の面では、「自

然的物理〔身体〕的救済論」……を展開するこ

ととなった。……キリスト論と救済論とは、

互いに対応しあっているのである。このキリ

スト論と救済論との対応という基本的考えは、

イレナエウスからアタナシオスにいたるまで、

ェソ 3.17, コロサイ 1.27, 1.29, 1 ペトロ 1.11（預

言者）, 1 ヨハネ 5.20. 
19 なぜ明示でなく暗示なのかについては、キリスト教

史におけるミステリーの一つというより他なく、筆

者自身が納得いく解答を得られていない．ただし、

現代の神学にもし欠けていることがあるとすればこ

の点をおいて他に思いつくものはない． 
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たえず新しい変化をともないながら形成され

ていった。すなわち、「私たち人間が神々に、

つまり神的生にあずかるために、神は人間と

なられた」。20 

モルトマンは、このようにキリスト教教義の中

から根本的なキリスト教的人間観を導き出す。

それと同時に、キリストの内の「真の人」とし

ての本性をとおして、さらに人間の肉体をとお

して、自然全体の再創造まで視野に入れる21。

こうした神の救いは（内在する）キリストをと

おして個々の人間に具体的に現実となってい

くのである。 

次の章においては、この個に内在するキリス

トをめぐる議論をいくつか取り上げて考察す

る。 

３．個に内在するキリストの議論と考察 

 前項で、個としてのキリストおよび人間──

したがってキリスト論とキリスト教的人間学

とが関連することをみた。 

 念のためいえば、キリスト教的人間学として

の視点は、教会という共同体をとおして救いへ

と至ること、つまりパウロ書簡で述べられる

「キリストのからだ」たる教会やその働きに参

入することをとおして救いに至ることについ

20 モルトマン、前掲書、91 頁． 
21 こうした被造物世界いわば宇宙全体におよぶ現代

の救済論は、エイレナイオスをとおして新約聖書パ

ウロ書簡の神学「άνακεφαλάιωσις再統合」（エフ

ェソ 1.10 参照）に至る．

なお、現代神学者の一部は、新約聖書、ギリシャ教

父に遡るこうした救済論の全体像を、すでに共有し

合っているように思われる．Denis Edwards, JE-
SUS AND THE COSMOS, Paulist Press, Mahwah,
1991 参照． 

22 筆者は浅学菲才にして現代の神学教育の現状につ

いて不明であるが、かつて 1990 年頃の神学教育行く

においては神学的人間論という名称がカリキュラム

に含まれていた．しかし組織神学という用語をこの

語に置き換えただけでは大きな意味の変化とは考え

られない．第二バチカン公会議「現代世界憲章」の

神学思想を正しく理解するならば、キリスト論から

て否定するものではなく、むしろ教会を介して

の救いは重要視されてきた。かつてのカトリッ

ク組織神学では、このキリスト論から、キリス

トを頭とする教会に関する教会論へと接続し

た22が、キリスト教的人間学の基礎としては、

あえてここで個に内在するキリストについて

の考察へと進めるべきと考える。それは、教派

によって教会論、秘跡論の見解に隔たりがある

ことも事実上一因であり、キリスト教的人間学

はそうした教派間の異同の影響を極力少なく

すべきだからである23。人間に「内在するキリ

スト」に関する共通理解は、異同を超えてキリ

ストにおいて一つ（エフェソ 2.14-16）となり

「キリストにおいて……霊の働きによって神

の住まいとなる」（同 2.22）からである。 

３-１．内在的方向での神と人との接点

従来は、神とは、あくまでも超越者としての

位置から個々の人間の信仰の度合いに応じて

恩恵を与える者といった神観が強かった。つま

り、「どこに神を見出そうとするか」に対して、

自己の外、この世界をはるかに超えた「場所」

を想定していた。そのように過去において神

学・哲学は超越的方向に片寄り過ぎていたため、

それを補完するものとして内在の方向で理解

する試みは、ラーナー以外の神学では 20 世紀

後半以降に発展した。 

人間学へと向かうべきではないかと考える．

Y.Congar, Ibid. p.320.“deux observateurs ortho-
doxes...me dirent:《Si nous devions proposer un De 
Ecclesia, nous rédigerions ...un second d’anthro-
pologie chrétienne...》”

キリスト論から教会論への方向性（それは西方キリス

ト教がたどった方向といえよう）は、教会の正統性

23 この点については、たとえば宗教や教派の違いを越

えて、人権の根拠を見出し共有されねばならない、

火急の世界情勢がある．日本カトリック大学キリス

ト教文化研究所連絡協議会編『キリスト教と人権思

想』（サンパウロ 2008 年）参照． 
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のためには必要であったであろう．しかし、キリス

ト論からキリスト教的人間学、そこから生まれる宣

教論に対して、キリスト論から教会論へと至り、そ

こから発展した宣教論は狭小なものになりはしまい

か． 



 第二バチカン公会議は、その最後の文書であ

る『現代世界憲章』の中で、次のように人間は

内在的超越の方向で神に出会うことを述べて

いる。 

人間はその内面性によって事物の世界を超

越している。……心を探る神はそこで人間を

待ち、人間は神のまなざしのもとで自らの行

方を定める。したがって、自分の中に霊的な

不滅の霊魂を認めるとき、……実在の深い真

理そのものに達するのである。24 

 良心は人間のもっとも秘められた中心であ

り聖所であって、そこで人間は独り神ととも

にあり、神の声が人間の内奥で響く。25 

 その復活によって主として立てられ、天と

地のいっさいの権能を授かったキリストは、

その霊の力をもって人々の心においてすでに

働いている。26 

この箇所に、K.ラーナーの「無名のキリスト者」

の考えの影響をみることができる。モルトマン

は、内容的にはより乏しいキリストの人格の構

成であると批判しながら、この思想が後期ラー

ナーに見出されると言う。

ラーナーは、人間の内的自己超越に、ある

種の「隠れた」ないしは「求道的キリスト論」

を見出しているか、それを仮定している。…

…彼は、そこで「匿名のキリスト者」について

語ることができる。自分で意識していようと

いまいと、自己の本質およびその真の本質実

現に到達した人間は、「キリスト者」なのであ

る、と。……人間は真の自己肯定において、神

による肯定の恵みをすでに受け入れている。

したがって、ラーナーにとっては、……人間

存在は、匿名のキリスト者存在でもありうる

のである。27 

24 現代世界憲章 14 項． 
25 現代世界憲章 16 項． 
26 現代世界憲章 38 項． 
27 J.モルトマン、前掲書、110-111 頁．
28 福田勤編著『恩恵と信仰：恩恵論（マウルス・ハイ

ンリッヒ講義集(VI) 現代日本におけるキリスト者

ラーナーのキリスト論から導かれるこうした

考えは、現実の人間存在の実存規定をとおして、

キリストおよび神がどの位置に考えられねば

ならないかという下からのキリスト論に対し、

逆の方向性を帯びている。結果、人間存在の秘

義的側面を補足しているといえよう。 

 現代カトリック神学では、カトリック教会を

通してのキリスト者への聖霊とその働きが言

われるものの、その及ぶ範囲を前提的には考え

ない。これは当然のことであって、神および神

の働きについて人間が規定して制約すること

は矛盾する。「風（πνεύμα霊）は思いのままに

吹く」（ヨハネ 3.8）のである。 

 こうしたことから、内在する神と人間との関

係については思想として哲学的に様々に考え

られてきた。福田勤は『マウルス・ハインリッ

ヒ講義集』の最終巻（『恩恵と信仰─恩恵論』）

の最後に、また啓示論に関して第２巻（『キリ

スト教神学への道』）において、内在的超越の

方向の恩恵論（および啓示論）の比較として、

滝沢克己、八木誠一、および正統的なキリスト

教理解の比較をしている28。 

 福田によると、滝沢も八木も正統的神学の姿

勢に対する批判として「神の概念を、あまりに

対象論的・客観的存在としてとらえ、その対象

のみを云々する理論は、決して真の神を表現す

るものではない」とする29。しかし滝沢も八木

も、神と人との「第一義的接触（原関係）」が、

イエスの場合と、他のすべての人間とで共通に

みており、イエス・キリストの受肉の意味が弱

められている点で正統的神学とは区別されね

ばならない。 

 その点では、小野寺功のように正教会神学の

否定神学を積極的に評価し内在的超越として

の基本的神学）』（中央出版社、1976 年）230-262 頁

（比較図は 253-255 頁）．および、『キリスト教神学

への道（マウルス・ハインリッヒ講義集(II) 現代

日本におけるキリスト者の基本的神学）』（中央出版

社、1971 年）213-269 頁． 
29 前掲、福田勤編著『恩恵と信仰：恩恵論』248 頁． 
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の神を確保しようとする路線は、確かにキリス

ト教教義の確立の時代的思想的背景に立ち戻

ろうとする点で優れている。 

 小野寺の場合は「超越的内在の方向からの呼

びかけをも含む『啓示』を出発点とするキリス

ト教神学と、内在的超越の方向からの呼びかけ

を自覚する場で展開される西田哲学の橋渡し

を、東方教会の神学に求めている。……キリス

トの名を意識していない人も『体験の場』の現

実においては『キリストの霊』に生かされてい

る」（下線は引用者による）30。このようにラー

ナーとは異なる視点から非キリスト者への「内

在するキリスト」の積極的関与を述べる。 

 さらに小野寺は『聖霊の神学』31において福

田も評価する「日本的聖霊論」を展開し、小田

垣雅也の「第三項の神学」との類似性を自ら指

摘しながら32、西田哲学に触発された自身の思

想の由来と解説を提示する。 

 ただし、彼によるところの聖霊の神学から導

かれるものが聖霊に関連する全体が網羅され

ているわけではなく、その意味では神の救いの

営み（オイコノミア）について十分に説明され

ているとは言えず、またその叙述の全体からキ

リスト教的人間学の体系を見出すのは困難で

ある。しかし内在的超越の方向でキリスト教の

正統神学を位置付けようとしている点で評価

されている。それは、「すでにわたしたち人間

の霊のなかに神の霊が『共にある』ということ

が前提になっている」（下線は引用者による）

33ことが出発点になっている。 

 これが現代多くの神学者に既に受け入れら

れ、第二バチカン公会議の諸文書にその考えが

みられることは、既にみたとおりである。 

 ただし、個々人に内在する者を聖霊と同定す

30 前掲、福田勤編著『恩恵と信仰：恩恵論』258 頁． 
31 小野寺功『聖霊の神学』（春風社、2002 年） 
32 前掲書、203-216 頁． 
33 前掲書、208 頁． 
34 「神の霊があなたがたの内に宿っているかぎり、あ

なたがたは、肉ではなく霊の支配下にいます。キリ

ること自体は正しい反面で、神と人との人格的

交わりという側面が現代のキリスト教的状況

においては意識されにくくなってしまう。とい

うのも、特に西方キリスト教において聖霊をペ

ルソナ的存在としてよりも非ペルソナ的働き

の方向にイメージされる傾向があるからであ

る。また聖霊はキリストと同じく自己無化

（[G]κένωσιςケノーシス）しつつ、キリスト

とは異なり自己のペルソナを開示しない。だか

らこそ人間が、「キリストの霊」とも呼ばれる

聖霊を受けることによって、人間はキリストの

内住を受けることになる34。これは三位一体に

おける相互内在（[G]περιχώρησιςペリコーレ

ーシス）の考えにも合致する。 

 また新約のさまざまな箇所においてパウロ

は、〈個〉としての自身の証言を残すが、その

一つとして、自分のいのちにおいて（自己の内

に）自分とキリストが共に死に共に生きると述

べる。 

「わたしは、キリストと共に十字架につけ

られています。 生きているのは、もはや

わたしではありません。キリストがわたし

の内に生きておられるのです。わたしが今、

肉において生きているのは、わたしを愛し、

わたしのために身を献げられた神の子に

対する信仰によるものです。」（ガラテヤ

2.19b-20）
自分とキリストが一つのいのちにおいて共存

するという内在のキリストについてのパウロ

をはじめとする証言や言明は、単に霊性につい

て語る際の表現上のことに過ぎないのであろ

うか。それとも、洗礼を受けたか否かを問わず

存在論的にあらゆる人間に対して考える可能

性を有するのであろうか。 

ストの霊を持たない者は、キリストに属していませ

ん。」（ローマ 8.9）

「預言者たちは、自分たちの内におられるキリスト

の霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光について

あらかじめ証しされた際、それがだれを、あるいは、

どの時期を指すのか調べたのです。」（１ペトロ 1.11） 
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いずれにしても、多くはキリスト者と復活の

キリストとの出会い（たとえばパウロにおいて

は使徒 9.1-9 にみられる）の証言無しには考え

られない。歴史の各時代において生きた個々の

キリスト者・修道者・神学者らの証言の蓄積が、

霊的識別や祈りを伴う省察を経て、救いの営み

（オイコノミア）の内に現実に潜む神秘を明ら

かにしていく。それはまた真の人であり真の神

であるキリスト、同時に神性と人性とがイエ

ス・キリストという一つの〈個〉hypostasis,
[G] ὑπόστᾰσιςにおいて結合した（このよう

な哲学的な見方を別の方向からみれば「神と人

がともに永遠に出会い続ける」）キリスト論が

かかわる。 

 こうした神性と人性の結合として定義され

てきたキリスト論と関連して、東方キリスト教

の神化（[G]Θέωσις テオーシス）という教義

が、度々引用され、それとともに、〈個〉とし

ての人間に内在するキリストについても議論

されている。 

 このようにキリスト教的人間学は、啓示に

よる超越的な神からの呼びかけに対する応答

に基づいた教義学の超越的方向よりも、人間学

の一つとしては、むしろ必然的に内在的超越の

方向の理解に重点がおかれる。そこで、内在の

キリストに関連する議論を確認した上で、内在

するキリストについて一つのテーゼを導き、そ

れに基づいて最後にはキリスト教的人間学に

関わる諸領域を素描してみようと思う。 

３-２．『〈個〉の誕生』

教理史からみれば妥協の産物であったとし

てもカルケドン公会議の決議は、キリスト教の

正統派（あるいは主流派）とそれ以外とを今日

35 坂口ふみ『〈個〉の誕生：キリスト教教理をつくっ

た人びと』（岩波書店、1996 年） 
36この著者、坂口氏自身に沿ってあえて言えば、この書

はヨーロッパの心性をかかえた亡き友人という〈個〉

をめぐって書かれた、というべきであろう。 
37 坂口ふみ、前掲書、235 頁． 

まで区別する役割をはたしてきた。坂口ふみ氏

の『〈個〉の誕生：キリスト教教理をつくった

人びと』35は、単にキリスト教なるものを生み

出した「キリスト教教理をつくった人々」の議

論の追尾ではなく、またキリスト論の単なる思

想史的解説でもない36。 

キリストという〈個〉において「真の神性と、

真の人性（二つのピュシス φύσεις<[G]φύσις）
とが、混合・変化・分割・分離することなく一

致している」という決議の意味を綿密に描き出

す。〈個〉をめぐる坂口の追究は、キリストと

「一つ」となる、〈個〉としての人間存在の追

究であった。 

キリストにおける神人の結合は、自然本

性によるものではけっしてない。それどこ

ろか、自然本性には真向から反する結合で

ある。超自然であり、神秘であり、恩寵であ

るといわれるのはそのためである。 

 神本性と人本性がおのずから結合するも

のでないことは、一なる神の実体がおのず

から三であるはずもないのと同様で、これ

らの出来事は徹頭徹尾不自然であり、逆理

である。 

そのとき、ある「不自然な」強力な結合原

理（キリスト論では）ないし区別原理（三位

一体論では）が必要とされることは当然で

あろう。37 

坂口は、その一方で結合原理、他方で区別原理

として働いたものがヒュポスタシス=ペルソナ

であるとして、その後の正統派のなかの議論

（新カルケドン主義）を、「ビザンチウム」お

よび「エルサレム」の２名のレオンティウスの

hypostasis 論を精査することに応用している

38。これらの詳細な追尾ののちに、坂口は以下

38 前掲書、242-244 頁．前者は、「ヒュポスタシスをも

たぬピュシスは存在しない」という基本的な存在論

的確信を、互いに正反対にみえるネストリウス派も

エウテュケース派も共有していたことから、「ピュシ

スとヒュポスタシスは不可分一体である」という公

式を導いて、正統キリスト教教理の成立を遅らせた
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のように述べる。 

（受肉のロゴスのヒュポスタシスは）あら

ゆるヒュポスタシス─ペルソナの範型であ

り、キリスト存在の類比者として語られる

人間存在にも弱められたかたちで似姿的に

存在するわけである。それゆえ、人間の心と

身体を集めるヒュポスタシス＝ペルソナも、

同様に『綜合されたヒュポスタシス』と呼ば

れる。……キリストと人間のアナロジーは、

常に意識されている。キリストのペルソナ

＝ヒュポスタシスと人間のそれとは、極め

て親近なもの、前者が後者のより完全な形

とみなされていることは疑いない。キリス

トの構造を語りつつ、彼らはいつも同時に

『隣人』の構造をも語っているのである。39

（下線は引用者による。） 

ここでは直接的に内在するキリストについて

ではなく、人間のペルソナ＝ヒュポスタシスと

してのあり方について論じているが、前項まで

の議論でほのめかされていた「人と共にある神」

の範型が、「真の神であり真の人」のキリスト

両性論で示されている。 

 つまり〈個〉としての人間と、その内奥に内

在するキリストとが、一つの存在であることを

どう理解できるか、また内在するキリストの意

志と、人間の意志とが、現実においてどのよう

に関わりあうのか（キリスト論における単意論

反駁、両意論に対応する）、人間は自己に内在

するキリストにどのように向かい合うことが

できるか40、等の考察の基礎となることが暗示

されている。 

 坂口氏のこの論究では、理性に人間存在の根

拠をおき人間に超越者の関与を一切認めない

原因であると分析したことを、坂口は読み取る。そ

こから、「ビザンティウム」のレオンティオスはエン

ヒュポスタトン（ἐνυπόστατον）概念（ヒュポスタ

シスの内なるもの）を導入する．
39 前掲書、260 頁． 
40 この書で著者は、書題にあるようにキリスト教教理

（おもにキリスト論）における〈個〉について追究し

近代およびその後継である現代的な人間観を、

すでに凌駕して、文字通り他者へと開かれた

〈個〉としての人間存在を明らかにする、本来

的なキリスト教的人間観が、実証的に示されて

いる点で重要である。 

３-３．モルトマン

 「モルトマン神学の特徴と魅力は……神の世

界における内在（シェキーナー）の経験の場の

広まりと深まりの理解にある」41。すでにみた

ようにモルトマンにおいては、人間とともに苦

しむ神を、キリスト論に基づいて考えていた。

一般的には経験的に個のレヴェルの事とみな

されている苦しみは、十字架と復活を核心にも

つキリスト教においては共有・連帯の可能性に

開かれたものとみなされていることはいうま

でもない。『今日キリストは私たちにとって何

者か』において、神、キリストおよび我々人間

の苦しみの連帯についてモルトマンは次のよ

うに述べている。 

 神が子なるキリストにおいていますなら

ば、キリストの苦しみは神の苦しみであり、

神もキリスト教の十字架で死を経験される。 

……神は共に歩み共に苦しむ。…… 

私たちの苦しみにおいて私たちのもとに
、、、、、、、

いまし、私たちと共に私たちの痛みにおい

ていますためである。すなわち、私との神の
、、

連帯性
、、、

である。…… 

キリストの苦しみは、もっぱらキリスト

の苦しみではなく、私たちの苦しみと現代

の苦しみを含んでいる。キリストの十字架

は、神御自身が私たちの苦しみを分かち合

い痛みを引き受けて下さるしるしとして…

ているが、キリストという個の存在における愛がお

そらく隠れたテーマなのであろう。それは『信の構

造: キリスト教の愛の教理とそのゆくえ』（岩波書店、

2008 年）の副題からもその中身からもうかがわれる． 
41 沖野政弘「あとがき」モルトマン著、沖野政弘訳、

『今日キリストは私たちにとって何者か』（新教出版

社、1996 年）175 頁． 
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…私たちの十字架の間に立っている。42（傍

点ママ、下線は引用者による．） 

モルトマンは同書において、イエスの十字架か

ら復活へ至る道筋の順に考察を重ね、キリスト

の復活によって歴史に決定的変化をもたらし

たことを述べる。 

「キリストの復活は、世界史を〔終末的〕

歴史の終りにし、歴史の経験の場所を新

しい待望の地平の中へおく。」43 

このキリストの復活が「何のためであったのか」

ということの一つを、パウロは、第１コリント

15 章で「キリストによってすべての人が生か

されること」（22 節）と言い、自らも、内在す

るキリストを証ししていた（ガラテヤ 2.20）。 

「歴史を復活の展望の中で見ることは、御

霊にあって復活のプロセスに参与する

ことを意味する。復活を信ずるとは、一

つの教理に同意したり、一つの史的事実

を認知することにつきない。むしろ神の

この創造者的行為にあずかることであ

る。」44 

「パウロは、キリストのよみがえりの完了

形を、御霊の内住の現在形と結びつけ、

御霊の現在形を死人の復活の未来形と

結びつけている。キリストのよみがえり

の完了形は、したがって過ぎ去った出来

事を表さないで、むしろ、そこでいのち

の将来が切り開かれたゆえに、御霊にお

いて現在を規定するよう働きかける過

去の出来事となるのである」45 

「キリストは、ただ単に……代理的に死な

れただけではなく……「すべて生きとし

生けるものの死」を死なれたのである」46 

42 前掲書、49-51 頁． 
43 前掲書、102 頁． 
44 J.Moltmann, Der Weg Jesu Christi -Christologie 

in messianischen Dimension. Beitrëge zur 
systematischen Theologie Band3, 
München,1989：〔邦訳〕蓮見和男訳『イエス・キ

リストの道──メシア的次元におけるキリスト論』

 したがって、この復活のキリストが個々の人

間に内在して歴史を生きること、それ自体がこ

の世界の変容の営みとなる。 

 神の救いの営み（オイコノミア）は、したが

って人間がひたすら全能の神の働きに期待す

ることではなく、ましてマックス・ヴェーバー

が言うような、人間が自分の力の至らなさを感

じながら仕方なく弱々しく無力感の中で虚し

く働く中で示されるのでもない。 

 「内在するキリスト」と共に歩む、そうした

一人ひとりのいのちをとおして、三位一体の神

は終末的完成へ向けて歩む。人間はその壮大な

事業の完成へ向けた missio Dei の使命を、神

とともに生きていく、という道筋を、モルトマ

ンは『組織神学論叢』のキリスト論の全体に構

成している47。

４．まとめと課題 

キリスト者の神秘体験というカテゴリに密

閉されたかのような、内在するキリストという

理解は、しかしキリスト教教義の面からみても

不可視の現実、しかもすべての人間に開かれた

不可視の現実である。 

 その根拠の一つは、旧約聖書においては創世

記の創造物語で人間について「神の像」と表現

され、歴史のある一点において十字架の死と復

活によって示されたキリストの人性にある。こ

れはすべての人間は、人間としての本性を有す

るゆえに、「真の神、真の人」キリストと存在

論的に深く結びついていることである。 

 ただし、ペルソナあるいはヒュポスタシスと

J.モルトマン組織神学論叢３（新教出版社 1992

年）376 頁．
45 前掲書、377 頁． 
46 前掲書、397 頁． 
47この書の後半の各章では、「キリストの終末論的復活」

「宇宙的キリスト」を扱っている． 
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しての内在するキリストとの出会いの関わり

合いは、同じくペルソナあるいはヒュポスタシ

スとしての個々の人間にとって自由な意志に

よるのであり、拒否・否定することさえ可能で

ある、という現実がともなう。その自由な意志

こそ、他の人間にはみえない一方で、人格的行

為の基底となるものでもある。本人の人格の真

の姿は、神と隣人といった絶対的他者および相

対的他者との関わりの中で露わにされる。 

 しかし個々人の内奥におけるその出会いを

導いてくれるものは何か。それは個々人が自身

を一人格的存在として、自分自身であることの

獲得をめざし自己実現を求めていく歩みのな

かに隠れているであろう。 

 ただし、その時々の本人の経験、特に苦しみ

の体験において、共に苦しむ “何者か” に救

いを求めることが、「匿名のキリスト者」へつ

ながる可能性がある。とすれば、その場合、神

学的には明言できないが、キリスト教的人間学

の視点からすれば、不可視の「内在するキリス

ト」は、その時々の経験を、ともに経験してい

ると考えうる。あるいは、個々人のいのちを、

内在するキリストがともに生きている、とも言

い得るであろう。 

 とするならば、この世界を同時性において捉

えた場合、どこかに生きる苦しむ者と共に、内

在するキリストが共に苦しんでいる、とも考え

うる。 

 紛争の絶えない世界の中で、理不尽に殺され

る人々の一人ひとりのうちにキリストが内在

しているとすれば、パレスチナ人を殺すイスラ

エル人は自分たちが待望するメシアを自らの

手で殺していることになり、プーチンは教会で

自ら祈っている神を、自分自ら殺してきたこと

になろう。 

神の救いの経綸を歴史という観点でみた場

合に救済史（[L] historia salutis）が記述され

るが、これは 60 年前の第二バチカン公会議の

神学的特徴の一つであり、他の一つは過越秘義

（[L] mysterium paschale）すなわち十字架

の死を過ぎ越して復活に至る現実の中に含ま

れている神の神秘である。キリストの復活は、

あらゆる時代の人間の存在意義すら決定する

ことになる。 

ここに本論考で引用を多くしたモルトマン

の生態学的神学（[D] Ökologische Theologie）
の考察が必要となろう。それはすなわち、教皇

フランシスコが『ラウダート・シ』あるいは『ラ

ウダーテ・デウム』で強調した地球環境の危機

に対して、個々の人間の意志が自らの在り方を

問い返すものとして問われている。 

 いずれにしても（キリスト者であろうとなか

ろうと）、個々人の意志が、自分自身のみなら

ず世界中の人々の在り方を規定するという現

実の中の神秘がここに存在する。こうした点に

おいても、非キリスト者とキリスト者は同じ運

命を担い合っていることになる。 

 本論考では紙面の関係で扱うことのできな

かった、キリストの復活からもたらされた「内

在するキリスト」によって拓れるさまざまなキ

リスト教的人間学的課題が残る。啓示、教会、

宣教、典礼、および世界全体が抱える人権問題

など、これらは全て個々に「内在するキリスト」

の視点から記述し直されたほうがよいと考え

る。 

 少なくとも、「内在するキリスト」の根本的

意義が忘れられた既存のキリスト教入門書よ

りも、現実との関わりの点において、混乱を招

くような“神話”を回避できるからである（無

論、キリストの復活と内在は、神話ではなく秘

義としての現実そのものである）。キリスト者

はそれを啓き示す、東方キリスト教的に表現す

ればキリストのイコン的存在であったはずで

ある。 
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訳『イエスと宇宙』（中央出版社 1995 年）

・福田勤編著『恩恵と信仰：恩恵論（マウル

ス・ハインリッヒ講義集(VI) 現代日本にお

けるキリスト者の基本的神学）』（中央出版社

1976 年） 

・福田勤編著『キリスト教神学への道（マウル

ス・ハインリッヒ講義集(II) 現代日本にお

けるキリスト者の基本的神学）』（中央出版社

1971 年） 

・小野寺功『聖霊の神学』（春風社 2002 年）

・坂口ふみ『〈個〉の誕生：キリスト教教理をつ

くった人びと』（岩波書店 1996 年）

・モルトマン著、沖野政弘訳、『今日キリストは

私たちにとって何者か』（新教出版社 1996

年）．

・Jülgen Moltmann, Der Weg Jesu Christi: 
Christologie in messianischen 
Dimensionen. Gütersloher Verlagshaus,

1989〔邦訳〕J.モルトマン、蓮見和男訳

『イエス・キリストの道：メシア的次元に

おけるキリスト論』J.モルトマン神学論叢

３（新教出版社 1992 年）． 

・Jülgen Moltmann, Der Geist Des Lebens: 
Eine ganzheitliche Pneumatologie. 
Gütersloher Verlagshaus, 1991〔邦訳〕モ

ルトマン著、蓮見和男・沖野政弘訳、『いの

ちの御霊：総体的聖霊論』J.モルトマン組織

神学論叢４（新教出版社、1994 年）． 

＊ 本資料に記載の聖書の引用箇所は、すべて

『聖書 新共同訳』（日本聖書協会）に拠りま

す． 
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2024 4 2025 3

BMI
HbA1c eGFR

Asian Working Group 
for Sarcopenia AWGS

AWGS

1  
2  
3  
1 2 3

X
(DIX) 7.0kg/m2
5.4kg/m2 (BIA)

7.0kg/m2 5.7kg/m2

28kg <18kg
6m 1.0m/sec

5 12
AWGS201911)  

103 21

19

table1
2 103 40

63
65.3 13.5 63.8

14.4 67.0 14.5
65.7 15.3kg

59.7 15.3kg 69.1 15.2kg
BMI 25.4 5.0 25.2

5.0 25.7 5.0
42.1 8.5 36.3 8.5

46.3 8.4
20.5 9.2 21.2 9.3

20.1 9.3 SMI
6.9 1.1 6.2 1.2 7.5

1.2 28.1
9.0 21.1 9.0 32.5 9.0

HbA1c 7.2 1.2
7.0 1.9 7.5 1.2  

2

2
19 2 2

Table2
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eGFR
2

eGFR
Table

eGFR -0.492
p=0.000 (-0.466 p=0.000)

BMI HbA1c eGFR

2

2
eGFR

2
eGFR

eGFR

eGFR

eGFR

eGFR
CCr

0.715 C 
eGFR mL/min

11)2
eGFR

2
eGFR

eGFR

2

(AGEs)
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